「清和源氏十五段」と「右大将鎌倉実記」、「義経千本桜」 by 内山 美樹子
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
と
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
'
｢
義
経
千
本
桜
｣
〓
)
も
の
ゝ
ふ
｢
義
経
千
本
桜
｣
三
段
目
切
｢
弊
屋
｣
の
終
局
近
-
､
｢
梶
原
は
和
歌
に
心
を
寄
セ
し
武
士
｡
｣
　
(
維
盛
の
言
葉
)
　
の
件
-
に
『
鮒
細
罷
浄
瑠
璃
集
』
　
(
角
田
一
郎
･
内
山
美
樹
子
校
注
'
新
日
本
古
典
文
学
大
系
)
　
の
脚
注
で
は
､
｢
梶
原
氏
の
一
族
で
あ
る
無
住
の
沙
石
集
拾
遺
に
梶
原
氏
と
歌
を
め
ぐ
る
数
種
の
説
話
を
収
め
る
｡
｣
と
し
て
『
沙
石
集
』
か
ら
六
行
余
を
引
用
す
る
｡
も
し
今
'
こ
の
脚
注
に
同
程
度
の
行
数
内
で
修
正
を
加
え
る
機
会
が
あ
る
な
ら
ば
'
｢
沙
石
集
拾
遺
に
｣
を
｢
沙
石
集
に
｣
と
し
､
『
沙
石
集
』
本
文
の
引
用
を
削
-
､
代
わ
-
に
源
平
盛
衰
記
巻
第
三
十
七
に
も
､
類
似
の
説
話
が
み
え
る
｡
な
お
右
大
将
鎌
倉
実
記
(
元
祖
竹
に
く
ぎ
う
田
出
雲
作
)
　
二
に
'
崇
徳
院
の
浜
千
鳥
の
歌
を
先
例
に
引
-
梶
原
景
時
を
｢
悪
相
に
似
ぬ
梶
原
こ
か
た
と
へ
が
｡
古
歌
の
論
ぞ
し
ほ
ら
し
き
｡
｣
と
評
す
る
｡
を
加
え
る
こ
と
を
､
校
注
者
角
田
･
内
山
は
検
討
す
る
で
あ
ろ
う
｡
『
源
平
盛
衰
記
』
　
の
書
名
を
省
い
た
の
は
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
t
と
記
憶
す
る
が
､
浄
矧
璃
の
注
と
し
て
は
や
は
り
書
名
だ
け
は
挙
げ
る
必
要
が
あ
り
t
と
-
に
『
沙
石
集
』
と
も
『
盛
衰
記
』
と
も
別
の
和
歌
の
話
を
梶
原
景
時
に
さ
せ
る
先
行
浄
瑠
璃
作
品
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
は
､
引
用
す
べ
き
で
あ
っ
た
｡
｢
義
経
千
本
桜
｣
　
に
は
､
多
-
の
先
行
作
品
が
知
ら
れ
て
い
る
｡
そ
の
中
で
､
浄
瑠
璃
作
品
に
限
っ
て
い
え
ば
'
｢
吉
野
忠
信
｣
　
(
近
松
作
､
元
禄
十
年
二
六
九
七
以
前
)
'
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
　
(
元
祖
出
雲
作
,
享
保
九
年
二
七
二
四
)
,
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
m
軌
･
蛙
文
作
,
享
保
十
二
年
)
､
｢
蒲
冠
者
藤
戸
合
戦
｣
　
(
宗
輔
･
蛙
文
作
'
享
保
十
五
年
)
　
の
四
作
が
､
特
に
重
要
で
あ
る
｡
｢
義
経
千
本
桜
｣
　
の
作
者
達
(
正
本
連
名
は
竹
田
出
雲
(
二
代
目
)
二
二
好
松
洛
･
並
木
千
柳
(
宗
輔
)
　
の
順
'
番
付
連
名
は
並
木
千
柳
･
三
好
松
洛
･
竹
田
出
雲
の
順
)
　
は
､
構
想
を
練
る
段
階
で
'
ま
ず
こ
の
四
作
を
改
め
て
熟
読
し
､
十
分
に
話
し
合
っ
た
上
で
､
分
担
を
決
め
た
は
ず
で
あ
る
｡
そ
の
執
筆
分
担
は
､
初
段
､
二
段
目
｢
渡
海
屋
｣
､
三
段
目
が
宗
輔
(
千
柳
)
'
二
段
目
｢
鳥
居
前
｣
､
四
段
目
､
五
段
目
が
基
本
的
に
松
洛
(
一
部
出
雲
か
)
､
出
雲
は
執
筆
箇
所
は
少
な
い
が
､
随
時
二
人
の
原
稿
に
助
言
や
注
文
を
行
な
う
､
と
い
う
方
式
で
'
作
成
が
進
め
ら
れ
た
t
と
筆
者
は
推
定
し
て
い
る
｡
筆
者
は
黄
金
時
代
の
浄
瑠
璃
合
作
者
問
題
で
は
'
黒
木
勘
蔵
氏
(
一
八
八
二
-
一
九
三
〇
)
を
は
じ
め
と
す
る
先
学
に
導
か
れ
､
並
木
宗
輔
立
作
者
説
を
と
る
者
で
あ
る
｡
他
方
'
戦
後
の
森
修
氏
(
一
内
　
山
　
美
　
樹
　
子
九
一
七
-
八
七
)
の
｢
浄
瑠
璃
合
作
著
者
丁
並
木
宗
輔
の
浄
瑠
璃
-
｣
(
昭
和
二
十
五
二
<
S
)
を
頂
点
と
す
る
戦
前
以
来
の
竹
田
出
雲
立
作
者
説
が
あ
る
｡
竹
田
出
雲
立
作
者
説
は
'
延
享
四
年
(
一
七
四
八
)
　
六
月
を
境
に
元
祖
出
雲
と
二
代
目
出
雲
(
前
名
小
出
雲
)
を
分
け
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
祐
田
善
雄
氏
の
説
が
'
学
界
の
定
説
と
な
っ
た
昭
和
三
十
年
代
以
後
'
新
た
な
対
応
が
必
要
と
な
っ
た
が
､
森
修
氏
は
'
｢
実
際
の
執
筆
者
｣
は
｢
は
じ
め
か
ら
二
代
目
出
雲
で
あ
-
､
初
代
(
元
祖
出
雲
の
意
､
内
山
注
)
　
は
む
し
ろ
そ
の
監
督
者
と
し
て
終
始
し
た
｣
　
(
｢
作
者
た
ち
｣
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
)
と
さ
れ
'
昭
和
二
十
五
･
六
年
に
著
わ
さ
れ
た
｢
浄
瑠
璃
合
作
者
考
｣
　
の
出
雲
立
作
者
説
に
､
訂
正
の
要
な
し
と
の
立
場
を
と
ら
れ
た
｡
し
か
し
元
祖
出
雲
を
｢
実
際
の
執
筆
者
｣
で
な
い
と
す
る
森
説
で
は
'
説
明
困
難
な
事
例
が
あ
-
､
延
享
四
年
六
月
以
前
に
｢
竹
田
出
雲
｣
　
の
署
名
で
多
-
の
単
独
作
や
合
作
を
著
わ
し
'
作
風
に
特
色
を
持
つ
の
は
元
祖
出
雲
で
あ
る
と
す
る
が
'
現
在
の
研
究
者
の
大
勢
か
と
思
わ
れ
る
｡
そ
こ
で
､
合
作
者
問
題
の
焦
点
と
な
る
｢
菅
原
伝
授
手
習
鑑
｣
　
｢
義
経
千
本
桜
｣
　
｢
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
｣
に
関
し
｢
三
作
の
制
作
は
宗
輔
の
指
導
下
に
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
｣
と
宗
輔
立
作
者
説
に
近
い
立
場
を
と
-
な
が
ら
も
､
｢
元
祖
出
雲
の
単
独
作
に
み
ら
れ
る
も
の
と
同
様
な
思
想
が
か
れ
の
没
後
の
竹
本
座
の
作
品
に
生
き
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
､
豊
竹
座
時
代
の
単
独
作
に
強
烈
な
個
性
を
発
揮
し
た
宗
輔
が
､
竹
本
座
時
代
の
合
作
で
は
､
そ
の
個
性
を
け
し
て
､
元
祖
出
雲
的
な
作
風
に
同
調
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
､
竹
本
座
の
座
風
と
し
て
説
明
で
き
る
現
象
な
の
で
あ
る
｡
｣
と
三
作
に
お
け
る
元
祖
出
雲
の
影
響
力
の
大
き
さ
も
強
調
す
る
諏
訪
春
雄
氏
の
見
解
(
｢
菅
原
･
千
本
桜
･
忠
乱
撃
)
が
説
得
力
を
持
つ
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
｡
た
だ
｢
竹
本
座
の
座
風
｣
と
い
っ
て
も
'
並
木
宗
輔
が
加
わ
っ
て
い
る
時
と
い
な
い
時
と
で
は
'
大
き
-
輿
-
､
ま
た
宗
輔
が
加
わ
っ
て
い
る
作
品
で
も
､
段
に
よ
っ
て
｢
思
想
｣
が
異
る
｡
や
は
-
､
執
筆
分
担
と
切
-
離
し
て
､
｢
座
風
｣
も
｢
思
想
｣
も
論
ず
る
こ
と
は
む
つ
か
し
-
､
ま
た
宗
輔
が
竹
本
座
で
｢
個
性
を
け
し
て
｣
と
あ
る
の
は
　
｢
一
見
個
性
を
け
し
て
｣
と
但
し
書
が
必
要
で
あ
ろ
う
t
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
｡
｢
義
経
千
本
桜
｣
三
段
目
切
｢
弊
屋
｣
　
の
､
和
歌
に
心
を
寄
せ
る
梶
原
と
い
う
人
物
像
の
先
行
例
が
､
元
祖
出
雲
作
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
　
に
み
え
る
こ
と
は
､
留
意
す
べ
き
で
あ
る
｡
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
と
｢
義
経
千
本
桜
｣
と
の
関
係
は
　
『
鮒
榊
剤
脈
浄
瑠
璃
集
』
脚
注
で
､
初
段
で
は
　
｢
千
本
桜
｣
(
四
〇
二
頁
)
　
(
ォ
)
と
卿
の
君
自
害
の
件
り
(
四
二
〇
頁
)
　
(
*
)
に
触
れ
ら
れ
'
三
段
目
で
は
'
｢
い
-77-
が
み
の
権
太
の
名
は
､
右
大
将
鎌
倉
実
記
三
の
日
南
(
抑
な
)
権
太
郎
か
ら
出
た
か
と
言
わ
れ
る
｣
　
(
四
六
三
頁
)
　
(
ォ
)
と
記
す
｡
こ
れ
に
梶
原
が
｢
古
歌
の
諭
｣
を
知
る
　
(
d
)
を
加
え
､
さ
ら
に
た
と
え
ば
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
　
二
段
冒
段
切
近
-
に
｢
吉
野
の
名
物
｣
　
｢
釣
瓶
節
｣
と
い
う
語
句
が
あ
る
こ
と
　
(
e
)
　
な
ど
も
加
え
れ
ば
'
宗
輔
立
作
者
説
で
宗
輔
執
筆
と
す
る
初
段
と
三
段
目
に
も
､
元
祖
出
雲
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
｡
た
だ
右
に
挙
げ
た
n
i
^
D
O
T
3
Q
J
の
符
合
は
､
い
ず
れ
も
､
一
般
的
名
称
や
人
名
､
｢
趣
向
｣
と
し
て
の
劇
的
局
面
の
一
部
､
典
拠
を
持
つ
説
話
等
で
､
も
と
の
作
者
以
外
の
誰
で
も
､
切
-
離
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
な
種
類
の
も
の
で
あ
る
｡
語
句
や
｢
趣
向
｣
　
の
類
似
t
 
l
敦
は
'
二
作
を
同
1
作
者
と
す
る
決
め
手
に
な
ら
な
い
こ
と
は
'
既
に
森
修
氏
が
詳
述
さ
れ
る
通
-
で
あ
る
｡
こ
れ
に
対
し
､
同
じ
-
｢
義
経
千
本
桜
｣
　
に
影
響
を
与
え
た
作
で
も
､
並
木
宗
輔
･
安
田
蛙
文
作
の
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
と
｢
蒲
冠
者
藤
戸
合
戦
｣
は
､
｢
義
経
千
本
桜
｣
初
段
'
三
段
目
と
､
思
想
や
構
想
の
面
で
符
合
す
る
も
の
を
持
ち
t
　
か
つ
出
雲
の
場
合
と
違
っ
て
両
作
に
跨
る
作
者
が
確
実
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
､
｢
義
経
千
本
桜
｣
　
の
初
段
'
三
段
目
は
'
そ
の
同
じ
作
者
の
手
に
な
る
と
み
な
す
根
拠
と
な
り
得
る
｡
問
題
は
､
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
　
の
d
J
D
O
T
3
C
D
が
､
二
代
冒
出
雲
の
助
言
に
よ
っ
て
｢
義
経
千
本
桜
｣
に
と
-
入
れ
ら
れ
た
か
否
か
で
あ
る
｡
二
代
目
出
雲
以
上
に
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
を
､
徹
底
的
に
読
み
抜
い
て
い
た
の
が
､
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
の
立
作
者
､
並
木
宗
輔
で
は
な
か
っ
た
か
､
と
筆
者
は
考
え
る
｡
(二)
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
と
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
　
の
関
係
を
論
じ
る
前
提
と
し
て
､
享
保
後
期
豊
竹
座
の
合
作
に
お
け
る
並
木
宗
輔
･
安
田
蛙
文
の
分
担
に
触
れ
る
必
要
が
あ
る
｡
享
保
十
二
年
二
月
十
五
日
(
宝
暦
版
『
外
題
年
鑑
』
)
豊
竹
座
初
演
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
正
本
内
題
下
に
は
｢
作
者
並
木
宗
助
/
安
田
蛙
文
｣
と
あ
-
､
こ
の
署
名
形
式
は
享
保
十
七
年
九
月
｢
待
賢
門
夜
軍
｣
ま
で
'
六
年
近
-
'
十
三
作
の
豊
竹
座
新
作
浄
瑠
璃
で
継
続
さ
れ
る
｡
森
修
氏
は
こ
の
時
期
の
宗
輔
､
蛙
文
の
執
筆
分
担
に
つ
い
て
蛙
文
と
の
合
作
期
　
-
　
大
体
二
主
題
か
ら
な
-
'
初
段
目
か
ら
三
段
目
ま
で
と
､
四
段
目
以
下
と
の
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
が
､
宗
輔
が
立
作
者
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
､
宗
輔
が
初
段
冒
よ
-
三
段
目
ま
で
を
担
当
し
'
以
下
蛙
文
の
分
担
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
勿
論
こ
ま
か
い
と
こ
ろ
に
お
い
て
は
異
同
が
あ
ろ
う
｡
す
な
わ
ち
『
南
都
十
三
鐘
』
と
『
赤
沢
山
伊
東
伝
記
』
と
は
主
題
が
二
段
目
ま
で
と
三
段
目
以
下
と
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
'
あ
る
い
は
宗
輔
が
三
段
目
以
下
を
執
筆
し
､
二
段
目
ま
で
が
蛙
文
の
手
に
な
っ
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
｡
(
｢
浄
瑠
璃
合
作
者
考
｣
)
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
｡
筆
者
は
こ
の
森
説
を
承
け
つ
つ
､
｢
和
田
合
戦
女
舞
鶴
考
｣
　
(
『
近
松
論
集
』
三
'
昭
和
三
十
九
年
)
　
で
一
･
二
二
二
段
目
が
宗
輔
'
四
･
五
段
目
が
蛙
文
の
手
に
な
る
も
の
と
二
　
二
一
段
目
が
蛙
文
､
三
･
四
段
目
が
宗
輔
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
と
ほ
ぼ
半
数
ず
つ
位
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡
と
大
雑
把
な
考
え
を
述
べ
た
が
､
そ
の
後
'
｢
南
都
十
三
鐘
｣
　
(
享
保
十
三
年
)
以
後
の
作
品
に
つ
い
て
は
､
1
､
二
の
例
外
は
あ
る
に
せ
よ
､
基
本
的
に
す
べ
て
一
･
二
段
目
が
蛙
文
､
三
･
四
段
目
が
宗
輔
t
と
の
見
解
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
｡
森
氏
が
｢
南
都
十
三
鐘
｣
と
と
も
に
例
外
と
し
て
挙
げ
る
｢
赤
沢
山
伊
東
伝
記
｣
の
一
つ
前
､
享
保
十
六
年
四
月
の
世
話
物
｢
和
泉
国
浮
名
溜
池
｣
が
'
上T
l
.
～
の
巻
と
中
の
巻
前
半
が
蛙
文
'
中
の
巻
後
半
'
下
の
巻
が
宗
輔
と
､
か
な
り
確
実
に
推
定
さ
れ
る
の
も
､
そ
の
一
つ
の
根
拠
で
あ
る
｡
そ
の
他
の
｢
南
都
十
三
鐘
｣
以
後
の
作
品
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
も
'
執
筆
分
担
に
関
す
る
稿
を
成
す
べ
き
で
あ
る
が
'
今
し
ば
ら
-
は
､
三
好
稔
洛
の
文
体
を
考
察
し
た
川
口
節
子
(
鬼
が
､
宗
輔
,
蛙
文
の
執
筆
分
担
の
､
文
体
論
的
考
証
を
行
い
つ
つ
あ
る
成
果
が
､
発
表
さ
れ
る
の
を
待
ち
た
い
と
思
う
｡
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
は
､
宗
輔
'
蛙
文
の
正
式
な
合
作
の
第
一
作
で
あ
-
､
森
氏
が
基
本
型
と
さ
れ
る
一
･
二
二
二
段
目
宗
輔
'
四
･
五
段
目
蛙
文
の
分
担
と
み
て
問
題
が
な
い
｡
具
体
的
に
い
え
ば
'
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
初
段
か
ら
三
段
目
で
は
､
義
経
を
中
心
と
す
る
話
､
義
経
に
勘
当
さ
れ
る
江
田
源
蔵
の
話
'
義
経
を
敵
と
狙
う
熊
坂
の
妻
子
の
話
が
､
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
る
｡
四
段
目
は
富
樫
左
衛
門
を
中
心
と
す
る
筋
'
五
段
日
は
佐
藤
次
信
忠
信
の
母
を
中
心
と
す
る
筋
で
､
二
つ
の
筋
に
は
'
ほ
と
ん
ど
つ
な
が
-
が
な
い
｡
初
段
か
ら
三
段
目
ま
で
の
主
要
人
物
の
行
動
に
は
'
必
ず
何
ら
か
の
伏
線
な
い
し
仕
込
み
が
あ
る
の
に
対
し
'
四
段
目
の
富
樫
左
衛
門
'
五
段
日
の
佐
藤
の
老
母
の
場
合
は
､
何
の
伏
線
も
仕
込
み
も
な
い
ま
ま
'
中
心
人
物
と
し
て
登
場
さ
せ
ら
れ
て
い
る
｡
但
し
四
段
目
で
は
､
初
段
に
義
経
と
､
互
い
に
名
も
知
ら
ず
に
契
っ
た
娘
が
､
富
樫
の
娘
か
る
よ
姫
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
-
'
三
段
目
以
前
と
筋
は
つ
な
が
る
が
'
二
人
の
作
者
が
分
担
し
て
書
-
の
で
あ
れ
ば
､
当
然
､
三
段
目
ま
で
と
四
段
目
以
後
に
分
れ
る
は
ず
で
あ
る
｡
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
に
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
　
の
影
響
が
み
ら
れ
る
の
は
､
こ
の
う
ち
初
段
か
ら
三
段
目
､
宗
輔
の
執
筆
部
分
に
限
ら
れ
る
｡
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(三)
じ
ゃ
う
て
い
は
な
あ
ら
は
　
　
　
　
　
　
し
　
､
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い
て
い
か
き
　
せ
め
け
　
　
　
ほ
か
あ
な
ど
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ら
実
根
の
華
郡
に
し
て
韓
々
た
ら
ざ
ら
ん
や
｡
兄
弟
艦
に
閲
ど
も
外
務
を
ふ
せ
ぐ
｡
原
に
と
せ
き
れ
い
さ
う
つ
ば
さ
は
な
ど
り
ぶ
鵡
鴇
の
左
右
の
翼
に
｡
兄
弟
の
離
れ
ぬ
道
を
お
し
へ
鳥
｡
(
享
保
九
年
十
一
月
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
冒
頭
序
詞
)
じ
や
う
て
い
は
な
あ
ら
は
れ
い
,
ゑ
だ
し
げ
常
棟
の
華
郡
て
華
々
た
ら
ざ
ら
ん
や
｡
其
根
も
こ
ろ
に
枝
茂
る
｡
中
を
わ
-
ら
ば
さ
か
し
ら
ひ
た
う
る
ほ
み
な
も
と
う
ぢ
に
浸
し
潤
ふ
源
氏
｡
(
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
　
冒
頭
序
詞
　
享
保
十
二
年
二
月
)
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
序
詞
冒
頭
は
､
『
詩
経
』
小
雅
｢
常
棟
｣
　
の
冒
頭
二
句
八
字
の
引
用
､
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
は
､
こ
れ
を
､
訓
読
を
少
し
変
え
て
は
い
る
が
'
踏
襲
し
て
い
る
｡
但
し
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
　
で
は
､
引
用
箇
所
ほ
ぼ
全
体
が
詩
経
に
則
っ
て
い
る
が
'
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
で
は
､
｢
常
棟
｣
　
の
冒
頭
の
二
句
八
字
を
引
-
も
の
の
､
そ
の
後
は
詩
経
の
文
脈
か
ら
離
れ
､
基
本
的
に
め
で
た
か
る
べ
き
序
詞
に
､
｢
中
を
わ
-
ら
ば
さ
か
し
ら
に
｣
な
ど
と
不
吉
な
語
句
が
入
り
こ
ん
で
-
る
と
こ
ろ
に
'
こ
れ
以
後
の
宗
輔
の
作
風
を
予
測
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
｡
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
の
大
序
は
'
筋
の
上
で
も
連
理
の
松
と
頼
朝
義
経
の
兄
弟
関
係
が
､
頼
朝
'
重
患
'
梶
原
の
間
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
'
冒
頭
に
『
詩
経
』
｢
常
棟
｣
が
引
か
れ
た
こ
と
に
は
'
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
以
上
に
意
味
が
あ
る
｡
け
れ
ど
も
豊
竹
座
の
立
作
者
と
し
て
'
対
立
す
る
竹
本
座
の
､
わ
ず
か
二
年
余
前
の
作
と
同
じ
冒
頭
句
を
用
い
る
こ
と
は
'
知
恵
の
な
い
流
用
と
の
誤
解
を
招
き
か
ね
ず
'
熟
達
し
た
浄
瑠
璃
作
者
な
ら
ば
､
避
け
る
は
ず
で
あ
る
｡
黒
石
陽
子
氏
は
｢
合
作
期
浄
瑠
璃
が
見
出
し
た
　
｢
卿
の
君
｣
　
-
　
頼
朝
･
義
経
の
不
和
を
め
ぐ
っ
て
　
-
　
｣
　
(
『
日
本
文
学
』
一
九
九
五
年
十
月
)
　
で
'
義
経
の
妻
と
な
る
平
大
納
言
時
忠
の
娘
が
'
卿
の
君
と
名
付
け
ら
れ
る
の
は
､
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
が
最
初
で
あ
る
と
考
証
す
る
｡
｢
清
和
源
氏
十
へ
い
(
-
)
五
段
｣
は
こ
れ
を
受
け
継
ぎ
､
大
序
か
ら
｢
平
大
な
ご
ん
時
息
の
娘
｡
卿
の
君
｣
と
呼
ん
で
い
る
｡
次
節
で
述
べ
る
｢
山
中
常
盤
｣
関
連
で
も
､
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
は
　
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
　
の
影
響
を
受
け
､
か
つ
　
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
を
強
-
意
識
し
て
い
る
｡
ま
た
た
と
え
ば
｢
右
大
将
鎌
倉
か
ま
く
ら
じ
き
ん
か
ね
ひ
と
い
つ
-
ん
く
ん
実
記
｣
四
段
目
冒
頭
の
｢
鎌
倉
の
二
字
を
わ
-
れ
ば
金
を
兼
｡
人
一
君
と
是
を
訓
ず
.
｣
は
並
木
宗
輔
単
独
作
｢
和
田
合
戦
女
舞
鶴
｣
　
(
元
文
元
年
二
七
三
六
)
　
の
序
詞
冒
頭
に
類
似
の
句
が
あ
る
｡
こ
う
な
ん
し
し
さ
ら
に
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
二
段
目
の
｢
江
南
の
梅
同
然
1
枝
を
切
ら
ば
1
指
を
き
ら
ん
｡
｣
は
並
木
宗
輔
絶
筆
の
｢
一
谷
赦
軍
記
｣
　
(
宝
暦
元
年
二
七
五
一
)
の
三
段
目
制
札
の
文
句
に
通
ず
る
｡
個
個
の
直
接
的
影
響
関
係
は
さ
て
お
き
､
作
者
最
初
期
の
並
木
宗
輔
が
､
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
か
ら
多
く
を
吸
収
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
｡
(四)
筆
者
は
さ
き
に
｢
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
と
｢
山
中
常
盤
｣
(
コ
以
下
前
稿
と
略
称
)
に
お
い
て
､
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
に
み
ら
れ
る
｢
山
中
常
盤
｣
伝
承
の
近
世
的
展
開
を
考
察
し
た
が
､
こ
の
前
稿
に
は
｢
山
中
常
盤
｣
と
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
　
の
主
要
人
物
卿
の
君
の
関
係
に
つ
い
て
の
記
述
に
'
不
十
分
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
､
本
稿
で
補
訂
を
行
な
い
つ
つ
､
｢
山
中
常
盤
｣
を
め
ぐ
る
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
と
　
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
　
の
関
わ
り
に
言
及
し
た
い
｡
ま
ず
前
稿
で
は
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
三
段
目
の
構
想
の
基
盤
に
｢
山
中
常
盤
｣
譜
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
な
が
ら
'
三
段
目
の
最
初
に
お
か
れ
た
｢
道
行
よ
ぶ
子
鳥
｣
　
の
題
名
に
つ
い
て
触
れ
る
と
こ
/I/1]
ろ
が
な
か
っ
た
｡
前
稿
に
先
立
つ
　
｢
｢
山
中
常
盤
｣
　
の
原
型
と
舞
曲
｣
　
で
詳
述
し
た
通
-
'
室
町
後
期
の
美
濃
国
山
中
宿
で
は
､
常
盤
御
前
を
殺
し
た
者
の
子
孫
と
称
す
る
乞
食
が
｢
山
中
の
猿
｣
と
呼
を
ち
こ
ち
ば
れ
て
い
た
(
『
信
長
公
記
』
巻
八
天
正
三
年
､
1
五
七
五
)
｡
1
万
『
古
今
集
』
の
｢
遠
近
の
た
づ
(
よ
ぷ
こ
と
り
か
な
)
き
も
し
ら
ぬ
山
中
に
お
ぼ
つ
か
な
-
も
喚
子
鳥
哉
｣
で
名
高
い
古
今
伝
授
三
鳥
の
一
つ
｢
よ
ぶ
こ
鳥
｣
は
､
猿
の
異
名
で
あ
る
と
す
る
俗
説
が
中
世
･
近
世
に
行
き
わ
た
っ
て
お
-
､
信
長
に
｢
山
中
の
猿
と
は
此
者
の
事
な
-
と
中
上
｣
げ
た
山
中
の
人
々
は
､
｢
か
の
有
名
な
山
中
の
よ
ぶ
こ
鳥
と
は
'
こ
の
山
中
の
猿
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
｣
と
説
明
し
た
と
解
さ
れ
る
｡
『
信
長
公
記
』
が
措
-
十
六
世
紀
後
期
の
山
中
に
は
､
現
存
す
る
｢
常
盤
御
前
の
墓
｣
は
ま
だ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
｡
そ
の
後
､
常
盤
御
前
殺
害
者
は
大
盗
熊
坂
長
野
あ
る
い
は
そ
の
他
の
固
有
名
詞
で
よ
ば
れ
る
こ
と
が
多
-
な
-
'
｢
山
中
の
猿
｣
の
存
在
が
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
十
七
世
紀
の
あ
る
時
期
に
'
｢
常
盤
御
前
の
墓
｣
が
出
来
上
が
-
'
芭
蕉
(
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
貞
享
元
年
二
六
八
四
)
も
益
軒
(
『
束
路
の
記
』
同
二
年
)
も
こ
の
名
所
を
訪
れ
る
｡
一
方
『
古
今
集
』
以
来
の
｢
よ
ぶ
こ
鳥
｣
は
『
俳
譜
類
船
集
』
　
(
延
宝
四
年
二
六
七
六
)
巻
三
｢
よ
ふ
こ
鳥
｣
に
も
｢
山
中
｣
が
挙
が
っ
て
お
-
'
｢
山
中
｣
｢
常
盤
｣
｢
よ
ぶ
こ
鳥
｣
は
､
文
芸
'
演
劇
に
何
ら
か
の
関
心
を
持
つ
近
世
人
に
と
っ
て
一
連
の
連
想
を
喚
起
す
る
語
と
な
っ
て
い
た
｡
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
三
段
目
の
は
じ
め
に
は
､
義
経
の
跡
を
追
う
卿
の
君
と
静
御
前
が
'
卿
の
君
は
形
見
の
蝉
折
の
笛
を
持
っ
て
鉢
叩
き
に
､
静
御
前
は
初
音
の
鼓
を
持
っ
て
重
患
の
家
臣
と
と
も
に
万
歳
に
'
姿
を
や
つ
し
て
､
別
々
に
中
山
道
を
行
-
｢
道
行
よ
ぶ
子
鳥
｣
が
据
え
ら
れ
て
い
る
｡
こ
の
道
行
で
は
'
シ
テ
役
は
､
政
略
結
婚
故
に
義
経
の
愛
が
得
ら
れ
ず
'
切
な
い
思
い
を
抱
い
て
､
ひ
た
す
ら
義
経
の
跡
を
追
う
卿
の
君
で
'
そ
の
哀
切
さ
と
､
笛
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
呼
子
鳥
に
つ
な
が
る
も
の
は
あ
る
が
'
子
の
な
い
卿
の
君
の
義
経
へ
の
思
い
を
明
確
に
あ
ら
わ
す
に
は
道
行
の
題
名
を
｢
つ
ま
恋
鳥
｣
と
で
も
す
る
方
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
み
え
る
｡
し
か
し
卿
の
君
は
､
三
ノ
切
で
姑
常
盤
御
前
と
同
じ
-
'
宿
を
と
っ
た
美
濃
近
江
の
国
境
の
家
で
殺
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
｡
殺
し
手
は
義
経
を
夫
の
敵
と
狙
う
熊
坂
長
範
の
妻
で
､
卿
の
君
を
､
義
経
の
子
を
宿
す
静
御
前
と
思
い
違
え
て
殺
し
た
の
で
あ
る
が
'
卿
の
君
の
父
平
時
忠
は
熊
坂
長
範
の
旧
主
で
あ
-
､
熊
坂
の
妻
は
主
殺
し
の
罪
を
悔
や
ん
で
首
を
さ
し
の
べ
る
｡
瀕
死
の
卿
の
君
の
手
を
'
静
御
前
と
江
田
源
蔵
が
持
ち
添
え
て
､
｢
と
き
は
御
ぜ
ん
を
こ
ろ
し
た
る
熊
坂
の
長
範
｡
す
が
た
か
は
ら
ず
一
た
い
ふ
ん
じ
ん
｡
し
う
と
め
ご
の
御
敵
｣
と
と
ど
め
を
刺
さ
せ
る
｡
道
行
の
題
名
｢
よ
ぶ
子
鳥
｣
は
'
観
客
に
卿
の
君
を
｢
山
中
｣
｢
常
盤
｣
と
重
ね
て
メ
-
ジ
さ
せ
る
た
め
の
伏
線
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
こ
の
後
､
静
御
前
と
源
蔵
夫
婦
は
卿
の
君
を
介
抱
し
っ
つ
東
へ
向
う
が
'
ほ
ど
な
く
卿
の
君
は
絶
命
し
､
葬
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
三
ノ
切
は
終
る
｡
卿
の
君
を
葬
っ
た
場
所
は
中
山
道
添
い
の
　
｢
き
り
た
つ
山
の
か
た
わ
ら
へ
な
-
/
＼
｡
ほ
う
む
-
お
さ
め
け
る
｣
と
あ
る
の
み
で
､
地
名
は
不
明
で
あ
る
｡
卿
の
君
が
殺
害
さ
れ
た
場
所
は
'
美
濃
近
江
の
国
境
寝
物
語
で
あ
る
が
'
こ
の
寝
物
語
に
近
い
と
こ
ろ
に
､
山
中
　
(
中
世
は
国
境
地
帯
に
含
ま
れ
て
い
た
)
　
の
　
｢
常
盤
御
前
の
墓
｣
が
あ
る
｡
作
者
は
な
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ぜ
､
姑
常
盤
御
前
の
敵
を
討
っ
て
死
ん
だ
卿
の
君
を
'
山
中
の
｢
常
盤
御
前
の
墓
｣
　
の
傍
ら
に
葬
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
｡
｢
常
盤
御
前
の
墓
｣
に
は
'
都
合
よ
-
二
基
の
宝
笹
印
塔
が
並
ん
で
い
る
の
で
あ
る
｡
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
　
に
｢
よ
ぶ
子
鳥
｣
｢
常
盤
御
前
｣
は
み
え
る
が
､
｢
山
中
｣
と
い
う
地
名
が
ま
っ
た
く
出
て
こ
な
い
の
も
不
思
議
で
あ
る
｡
前
稿
で
は
右
の
疑
問
に
関
し
'
作
者
が
実
地
踏
査
を
し
て
い
な
い
た
め
t
と
の
見
解
を
示
し
た
｡
し
か
し
実
地
踏
査
の
有
無
を
問
う
ま
で
も
な
-
､
浄
瑠
璃
作
者
の
手
許
に
.
あ
る
街
道
案
内
図
等
を
み
れ
ば
､
寝
物
語
と
山
中
の
　
｢
常
盤
御
前
の
墓
｣
が
近
接
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
な
は
ず
で
あ
る
｡
道
行
の
題
名
と
な
る
｢
よ
ぶ
子
鳥
｣
が
'
作
者
の
脳
裏
で
　
｢
山
中
｣
と
結
び
つ
い
て
い
な
い
､
と
い
う
こ
と
も
考
え
難
い
｡
:
g
サ
:
並
木
宗
輔
は
'
絶
筆
｢
一
谷
赦
軍
記
｣
二
段
目
切
で
｢
花
で
持
っ
た
能
｣
と
い
わ
れ
る
｢
忠
度
｣
を
念
頭
に
､
平
忠
度
を
主
人
公
と
す
る
1
段
を
書
き
な
が
ら
'
｢
花
｣
と
い
う
語
を
1
切
使
わ
な
か
っ
た
(
｢
行
き
暮
れ
て
｣
の
歌
も
引
か
な
(
｣
｡
あ
る
題
材
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
皇
口
葉
を
､
故
意
に
使
わ
な
い
場
合
'
作
者
に
は
そ
れ
相
当
の
心
づ
も
-
が
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
｡
と
き
は
ほ
か
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
　
二
ノ
ロ
鹿
が
谷
の
場
面
に
｢
常
盤
御
前
の
御
墓
｣
　
の
｢
印
シ
の
松
｣
を
､
義
経
都
落
ち
の
後
､
梶
原
景
時
が
切
-
倒
そ
う
と
す
る
局
面
が
あ
る
｡
そ
の
松
は
か
つ
て
義
経
が
｢
松
て
ら
う
つ
う
ゑ
は
と
き
は
成
ル
も
の
故
御
母
の
名
に
よ
せ
て
｡
山
中
の
宿
よ
-
此
御
寺
に
移
し
棺
｡
｣
た
も
の
で
あ
っ
ほ
ん
ぎ
や
-
と
き
は
つ
か
-
づ
た
｡
梶
原
が
｢
坂
道
の
大
将
義
経
の
母
｡
常
盤
が
印
シ
の
松
な
れ
ば
木
も
壕
も
打
崩
し
｡
都
に
置
ぬ
せ
ん
れ
い
に
-
ざ
う
先
例
｣
と
し
て
'
崇
徳
院
の
浜
千
鳥
の
歌
を
引
-
と
こ
ろ
に
'
本
稿
の
最
初
に
挙
げ
た
｢
悪
相
に
似
こ
か
た
と
へ
ぬ
梶
原
が
古
歌
の
諭
ぞ
し
ほ
ら
し
き
｡
｣
と
の
作
者
(
元
祖
出
雲
)
の
梶
原
評
が
み
え
る
の
で
あ
る
｡
｢
常
盤
御
前
の
御
墓
｣
｢
山
中
の
宿
｣
　
(
か
ら
移
し
た
印
の
松
)
が
､
二
年
余
前
の
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
　
で
扱
わ
れ
､
観
客
に
　
(
ま
た
は
読
者
に
)
鮮
明
な
印
象
を
残
し
て
い
る
こ
と
を
'
並
木
宗
輔
は
当
然
考
慮
し
た
で
あ
ろ
う
｡
宗
輔
は
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
序
詞
冒
頭
に
､
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
と
同
じ
『
詩
経
』
｢
常
棟
｣
を
あ
え
て
用
い
た
｡
し
か
も
大
序
で
､
梶
原
な
ら
ぬ
重
患
が
､
諌
言
の
た
め
に
頼
朝
の
愛
樹
の
松
を
切
ろ
う
と
す
る
局
面
を
置
き
'
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
二
ノ
ロ
を
換
骨
奪
胎
し
て
い
る
｡
こ
の
換
骨
奪
胎
は
非
常
に
巧
み
で
､
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
大
序
か
ら
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
二
ノ
ロ
を
連
想
す
る
観
客
は
､
ま
ず
な
い
で
あ
ろ
う
｡
が
三
ノ
切
で
さ
ら
に
｢
常
盤
御
前
の
墓
｣
｢
山
中
｣
を
使
え
ば
'
観
客
(
読
者
)
　
に
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
の
跡
追
い
､
と
勘
繰
ら
れ
る
お
そ
れ
な
し
と
し
な
い
｡
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
は
牛
若
に
討
た
れ
た
夜
盗
熊
坂
の
妻
子
が
､
義
経
を
夫
親
の
敵
と
し
て
狙
う
物
語
で
あ
る
｡
第
一
の
典
拠
は
謡
曲
｢
熊
坂
｣
で
あ
っ
て
'
舞
曲
､
浄
瑠
璃
'
謡
曲
等
の
｢
山
中
常
盤
｣
と
の
関
係
は
き
わ
め
て
薄
い
｡
そ
も
そ
も
熊
坂
は
義
経
の
母
常
盤
御
前
を
殺
し
た
が
故
に
義
経
に
討
た
れ
た
､
と
は
三
ノ
切
の
終
-
近
-
ま
で
'
一
言
も
言
わ
れ
て
い
な
い
｡
熊
坂
の
妻
子
の
義
経
へ
の
復
讐
講
で
あ
る
三
ノ
切
で
'
女
主
人
公
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
夫
熊
坂
長
範
は
､
謡
曲
｢
熊
坂
｣
の
場
合
と
同
じ
-
､
書
次
信
高
の
財
宝
を
奪
お
う
と
押
し
入
っ
た
夜
盗
で
あ
っ
て
､
常
盤
御
前
殺
害
と
は
関
係
が
な
い
｡
義
経
へ
の
復
讐
に
命
を
賭
け
る
熊
坂
の
妻
子
を
主
人
公
と
す
る
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
三
ノ
切
で
'
熊
坂
が
義
経
の
母
の
敵
で
あ
る
故
に
義
経
に
討
た
れ
た
t
と
い
う
前
提
が
あ
っ
て
は
､
こ
の
妻
子
に
観
客
を
同
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
'
作
者
は
｢
山
中
常
盤
｣
を
避
け
て
､
専
ら
謡
曲
｢
熊
坂
｣
に
拠
っ
た
の
で
あ
る
｡
と
こ
ろ
が
こ
の
熊
坂
の
妻
子
が
死
に
､
九
本
で
三
段
目
の
最
後
の
丁
(
六
十
二
)
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
突
然
｢
恩
へ
ば
つ
き
ぬ
古
今
の
恨
｡
イ
サ
は
ら
さ
ん
と
源
蔵
は
｡
み
だ
い
を
か
た
に
ひ
っ
か
け
て
静
も
ろ
共
は
し
-
よ
-
｡
と
き
は
御
ぜ
ん
を
こ
ろ
し
た
る
｣
と
7
9
頁
引
用
の
詞
章
と
な
る
｡
｢
熊
坂
｣
と
｢
山
中
常
盤
｣
と
い
う
相
容
れ
ぬ
面
を
持
つ
二
つ
の
典
拠
を
抱
え
こ
ん
で
し
ま
っ
た
た
め
に
､
こ
の
一
段
は
破
綻
を
き
た
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
｡
し
か
し
三
段
目
の
構
想
に
は
､
熊
坂
の
妻
子
の
復
讐
講
に
'
美
濃
近
江
の
国
境
の
宿
で
殺
害
さ
れ
る
'
義
経
に
縁
の
深
い
女
性
の
存
在
が
'
は
じ
め
か
ら
含
み
こ
ま
れ
て
お
り
､
作
者
は
三
段
目
の
最
初
に
｢
道
行
よ
ぶ
子
鳥
｣
と
遷
し
て
｢
山
中
｣
｢
常
盤
｣
を
暗
示
も
し
て
い
る
｡
作
品
と
し
て
の
破
綻
は
な
い
｡
十
六
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
の
｢
山
中
常
盤
｣
文
芸
で
'
常
盤
御
前
の
殺
害
者
を
熊
坂
長
範
と
す
る
の
は
一
部
の
作
品
に
す
ぎ
ず
､
熊
坂
の
妻
子
の
物
語
に
｢
山
中
常
盤
｣
を
持
ち
こ
ん
だ
と
し
て
も
､
熊
坂
一
家
へ
の
観
客
の
同
情
を
そ
ら
さ
な
い
よ
う
に
､
熊
坂
は
常
盤
御
前
だ
け
は
殺
し
て
い
な
い
､
と
い
っ
た
但
し
書
を
つ
け
る
こ
と
も
'
可
能
で
あ
っ
た
｡
竹
本
座
の
作
者
な
ら
ば
､
お
そ
ら
-
そ
う
い
う
方
法
を
考
え
た
で
あ
ろ
う
｡
し
か
し
､
そ
の
種
の
'
源
氏
へ
の
忠
誠
だ
け
が
正
義
､
と
い
う
発
想
か
ら
は
'
も
と
も
と
正
義
な
き
闘
い
に
執
念
を
燃
や
す
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
三
段
目
の
よ
う
な
劇
は
生
れ
な
い
で
あ
ろ
う
｡
作
者
は
女
主
人
公
た
る
熊
坂
の
妻
が
死
に
'
観
客
を
こ
の
罪
業
深
い
女
に
同
化
さ
せ
る
必
要
が
､
劇
の
進
行
上
'
薄
-
な
っ
た
と
こ
ろ
で
､
熊
坂
長
範
が
生
前
に
多
-
の
強
盗
殺
人
を
犯
し
た
､
そ
の
中
に
､
常
盤
御
前
殺
害
も
あ
っ
た
､
と
い
う
情
報
を
観
客
に
与
え
る
｡
こ
こ
で
は
じ
め
て
卿
の
君
と
常
盤
御
前
の
メ
-
ジ
が
は
つ
き
-
重
ね
合
わ
さ
れ
る
と
同
時
に
'
悲
惨
な
運
命
を
辿
っ
た
卿
の
君
の
最
期
に
'
形
ば
か
-
で
も
姑
常
盤
御
前
の
敵
討
と
い
う
､
義
経
の
妻
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
を
さ
せ
る
こ
と
で
'
こ
の
出
口
の
な
い
'
解
決
の
な
い
暗
い
1
段
に
､
辛
う
じ
て
演
劇
と
し
て
の
ま
と
ま
-
を
つ
け
て
幕
を
と
じ
る
の
で
あ
る
｡
こ
れ
だ
け
作
者
独
自
の
思
想
を
も
っ
て
と
-
こ
ま
れ
た
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
の
｢
山
中
常
盤
｣
詩
が
､
少
な
-
と
も
二
年
余
前
の
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
二
ノ
ロ
の
跡
追
い
'
な
ど
と
み
ら
れ
る
こ
と
は
､
何
と
し
て
も
避
け
た
い
｡
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
三
ノ
切
の
典
拠
と
し
て
は
｢
熊
坂
｣
を
前
面
に
出
し
'
｢
山
中
常
盤
｣
は
陰
の
典
拠
と
し
て
扱
う
'
常
盤
御
前
と
い
う
名
は
出
す
が
'
｢
常
盤
御
前
の
墓
｣
と
か
｢
山
中
｣
と
か
い
う
言
葉
は
使
わ
な
い
｡
但
し
道
行
の
題
名
｢
通
行
よ
ぶ
子
鳥
｣
で
｢
山
中
｣
を
暗
示
は
す
る
-
と
い
っ
た
配
慮
が
作
者
の
中
で
働
い
た
の
で
は
な
い
か
｡
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
は
'
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
の
文
章
や
局
面
か
ら
､
多
-
の
も
の
を
得
た
｡
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
に
は
'
近
松
門
左
衛
門
関
与
の
伝
説
(
『
音
曲
道
智
編
』
)
が
あ
る
が
､
信
潰
性
は
薄
い
｡
戯
曲
と
し
て
佳
作
と
は
い
え
な
い
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
に
､
豊
竹
座
の
若
き
立
作
者
-80-
並
木
宗
輔
が
熱
心
に
取
-
組
ん
だ
こ
と
が
､
こ
の
伝
説
と
関
係
す
る
か
t
と
も
想
像
し
て
み
る
が
､
お
そ
ら
-
否
で
あ
ろ
う
｡
い
ず
れ
に
せ
よ
､
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
の
段
階
で
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
を
こ
れ
だ
け
読
み
こ
ん
で
い
る
並
木
宗
輔
が
､
｢
義
経
千
本
桜
｣
　
で
　
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
を
活
用
す
る
の
に
､
二
代
目
竹
田
出
雲
の
助
言
を
､
さ
ほ
ど
多
-
必
要
と
し
た
と
は
考
え
難
い
｡
(五)
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
三
段
目
を
覆
う
暗
さ
に
つ
い
て
は
､
前
節
で
も
触
れ
､
ま
た
前
稿
で
も
述
べ
た
｡
熊
坂
の
妻
子
も
卿
の
君
も
､
激
し
く
求
め
続
け
て
き
た
も
の
は
得
ら
れ
ず
､
残
酷
な
死
へ
と
追
い
込
ま
れ
て
い
-
｡
し
か
し
こ
の
三
段
目
と
は
別
の
意
味
で
'
初
段
'
二
段
目
に
も
暗
さ
が
あ
る
｡
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
初
段
､
二
段
日
で
た
び
た
び
使
わ
れ
る
語
は
｢
疑
い
｣
　
で
あ
る
｡
初
段
大
て
い
序
で
頼
朝
は
､
畠
山
重
恩
､
梶
原
景
時
は
じ
め
諸
士
の
前
で
｢
義
経
が
心
底
い
ぶ
か
し
く
｣
と
｢
御
う
た
が
疑
ひ
｣
を
表
明
し
'
梶
原
が
推
挙
す
る
土
佐
房
を
義
経
の
討
手
に
向
か
わ
せ
る
｡
が
頼
朝
は
｢
万
一
き
よ
せ
つ
う
た
が
此
こ
と
　
(
義
経
の
謀
叛
･
内
山
注
)
虚
説
な
ら
ば
義
経
我
を
疑
は
ん
｣
と
慮
-
､
土
佐
房
に
頼
朝
の
じ
っ
ふ
熊
野
詣
の
代
参
と
称
し
て
上
洛
せ
よ
と
命
じ
､
同
時
に
重
患
に
も
､
｢
む
ほ
ん
の
実
否
を
た
ゞ
す
為
｣
上
洛
す
る
よ
う
に
指
示
す
る
｡
初
段
切
､
祇
園
社
で
は
頼
朝
の
疑
い
を
受
け
て
い
る
義
経
は
､
好
色
､
不
行
跡
に
身
を
持
ち
崩
し
'
忠
義
l
途
に
直
諌
す
る
江
田
源
蔵
を
勘
当
す
る
.
義
経
の
不
行
跡
に
は
正
敏
が
あ
り
､
義
経
が
心
を
許
し
た
十
一
人
の
家
臣
に
は
'
そ
れ
を
打
明
け
て
い
る
が
'
江
田
源
蔵
は
梶
原
景
時
の
家
来
の
娘
を
妻
と
し
て
い
る
た
め
に
'
義
経
に
疑
わ
れ
､
心
底
を
知
ら
さ
れ
ず
､
放
逐
さ
れ
る
｡
以
後
､
源
蔵
夫
婦
は
､
こ
の
義
経
お
よ
び
周
辺
の
疑
い
を
晴
ら
す
た
め
に
'
苦
し
む
｡
二
段
目
賀
茂
の
河
原
で
は
､
土
佐
房
を
討
手
で
あ
ろ
う
と
強
-
疑
う
弁
慶
が
､
わ
ざ
と
土
佐
房
に
言
い
-
る
め
ら
れ
て
'
相
手
が
馬
脚
を
顕
わ
す
の
を
待
つ
｡
亡
f
f
l
*
姐
二
段
冒
切
堀
川
御
所
で
､
重
患
は
｢
義
経
の
心
腹
疑
は
し
-
｡
｣
堀
川
御
所
に
滞
留
'
義
経
は
重
患
に
対
し
て
も
､
放
堵
な
振
舞
を
見
せ
る
が
､
重
患
に
心
底
の
図
星
を
さ
さ
れ
､
は
じ
め
て
､
卿
の
君
の
父
時
忠
が
天
子
(
後
白
河
法
皇
)
　
か
ら
得
て
い
る
密
約
の
給
旨
を
､
｢
天
子
の
誤
り
を
か
-
さ
ん
為
｣
に
'
破
-
棄
て
た
こ
と
を
打
明
け
る
｡
密
約
の
内
容
の
説
明
は
略
す
が
'
義
経
は
こ
の
輪
旨
の
I
E
K
存
在
を
頼
朝
が
知
れ
ば
｢
兄
頼
朝
天
子
を
疑
ひ
｡
必
不
忠
の
臣
と
な
ら
ん
｡
さ
す
れ
ば
天
下
の
乱
れ
｡
｣
と
心
を
痛
め
､
給
旨
を
も
み
消
す
た
め
に
､
放
路
を
装
い
､
自
滅
の
途
を
選
ん
だ
の
で
あ
っ
た
｡
｢
天
子
｣
に
､
為
政
者
た
る
頼
朝
を
し
て
｢
疑
い
｣
を
抱
か
し
む
る
星
大
な
｢
誤
り
｣
が
あ
り
､
そ
の
こ
と
を
知
る
義
経
が
､
兄
頼
朝
と
の
信
頼
関
係
を
欠
-
故
に
'
兄
弟
で
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
ず
､
｢
天
下
の
乱
れ
｣
を
防
ぐ
た
め
に
､
自
滅
に
よ
る
解
決
を
計
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
､
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
初
段
､
二
段
目
の
構
想
と
主
題
は
､
き
わ
め
て
深
刻
で
あ
る
｡
義
経
が
鎌
倉
と
の
関
係
で
悩
む
時
､
そ
こ
に
朝
廷
'
具
体
的
に
は
後
白
河
法
皇
が
か
ら
ん
で
-
る
の
が
､
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
｢
義
経
千
本
桜
｣
｢
一
谷
赦
軍
記
｣
　
の
共
通
点
で
､
竹
本
座
系
の
頼
朝
義
経
物
､
｢
右
大
将
鎌
倉
実
記
｣
｢
御
所
桜
堀
川
夜
討
｣
に
は
み
ら
れ
な
い
構
想
で
あ
る
｡
た
だ
｢
義
経
千
本
桜
｣
｢
1
谷
赦
軍
記
｣
に
は
｢
清
和
源
氏
十
五
段
｣
　
の
如
-
｢
疑
い
｣
が
1
つ
の
主
題
と
な
る
よ
う
な
意
味
で
の
暗
さ
は
な
い
｡
こ
の
変
化
に
は
'
｢
竹
本
座
の
座
風
｣
の
影
響
も
､
あ
っ
た
で
は
あ
ろ
う
が
､
基
本
的
に
は
劇
作
家
並
木
宗
輔
の
円
熟
に
よ
る
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
､
つ
0
注
(
-
)
並
木
宗
輔
の
正
本
署
名
は
安
田
蛙
文
と
の
合
作
時
代
は
並
木
宗
助
､
竹
本
座
時
代
は
並
木
千
柳
で
あ
る
が
､
本
稿
で
は
宗
輔
に
統
1
す
る
｡
(
2
)
　
『
人
文
研
究
』
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
･
二
十
六
年
四
月
｡
こ
の
浄
瑠
璃
戯
曲
研
究
屈
指
の
名
編
は
森
修
氏
遺
著
､
平
成
二
年
刊
『
近
松
と
浄
瑠
璃
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
｡
(
3
)
岩
波
講
座
『
歌
舞
伎
･
文
楽
』
第
9
巻
(
一
九
九
八
年
)
所
収
｡
な
お
諏
訪
春
雄
『
近
世
戯
曲
史
序
説
』
　
(
一
九
八
六
年
)
参
照
｡
(
4
)
　
｢
並
木
宗
輔
の
世
話
浄
瑠
璃
｣
　
(
『
近
世
文
芸
』
四
十
､
一
九
八
四
年
)
｡
拙
著
『
浄
瑠
璃
の
十
八
世
紀
』
　
(
一
九
八
九
年
)
　
所
収
｡
(
5
)
　
｢
浄
瑠
璃
文
体
考
　
-
　
元
文
･
寛
保
期
の
三
好
松
洛
｣
　
(
『
歌
舞
伎
研
究
と
批
評
』
9
､
一
九
九
二
年
)
き
や
･
つ
(
6
)
九
本
は
こ
こ
は
棺
書
で
｢
郷
｣
､
以
後
の
文
で
は
郷
と
も
卿
と
も
読
め
る
-
ず
し
字
を
用
い
る
｡
本
稿
で
は
慣
習
に
従
い
　
｢
卿
の
君
｣
と
す
る
｡
(
7
)
　
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
五
､
二
〇
〇
〇
年
｡
な
お
｢
｢
山
中
常
盤
｣
　
の
原
型
と
舞
曲
｣
は
同
四
三
､
一
九
九
八
年
｡
(
8
)
注
7
参
照
｡
な
お
｢
｢
山
中
常
盤
｣
　
の
原
型
と
舞
曲
｣
三
八
頁
下
段
九
行
目
｢
近
江
の
宿
駅
で
は
｣
は
　
｢
美
濃
の
宿
駅
で
は
｣
　
の
誤
-
'
訂
正
す
る
｡
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横
道
寓
里
雄
｢
能
本
の
概
観
｣
　
(
岩
波
講
座
『
能
･
狂
言
』
Ⅲ
所
収
､
一
九
八
七
年
)
｡
拙
稿
｢
｢
一
谷
赦
軍
記
｣
二
段
目
考
｣
早
稲
田
大
学
文
研
紀
要
三
九
㌧
一
九
九
四
年
｡
近
石
泰
秋
『
操
浄
瑠
璃
の
研
究
　
-
　
そ
の
戯
曲
構
成
に
つ
い
て
～
』
　
(
昭
和
三
六
年
)
参
照
｡
